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375.金数鱗査により抽出された運動能力テスト
上位替の筋特性信)
。藤本滋一日教関 広¥高検英キzi，磁路尚主主l
久野綾也七桜井慾ニヘ勝旺11受z
上筑波大学大学銃・ 2.体育科学系・ 3.臨床援学系，
4.東京大学教事告学部.
{詰的} 金数欝査により始IHされた，中学生議動詑カ
テスト上役者の務部における蕗ぶネルギー代謝，横断誕i
穣，および等漉性筋力を対熊群と比較し，どのような筋
特性が迷動能力を高めることに関連しているのかを明ら
かにする.
i方法j 被検者には， 1自の平均運動1f!J:]簡が約21待問であ
ち，選58迷殺を行っている中学3&f.d:グj二子10名をmいた.
さらに，このような生徒をtill-中3の運動能力テストの成
畿が非常に優秀であり， fま薬開(約 2万人)に占める護u合が
0.001%以下であるものを上位群として5名，身長，体重およ
び運動能力テストの成績が…般的であるものを対照群として
5名に分けた.筋エネルギー代議HまMRSにより，あ・2年藤伸援
護動中のクレアチンリン酸，無機リン綾，議Jl胞内pHの動態を
大腿夜筋よち採取した.なお.この運動は魚持4Kgで3分践
の定常状態ののちt 1分どとに 1Kgずつ負荷を瀬i脅し，疲労
関纏まで行わせるプロトコールを渇いた.大腿fF>筋横断部殺
はMRIIこより，大鎚管設の擦から70%部位.50%部俊.30% 
諮{立の横議If~象を撮影した.等主主性締筋力は擦のイ事態カおよび
fa1臨カを30，60. 1&0. 3ω，持政legl:釦 Cで潟定した.
{結集および考察}筋エネルギー代務1;1:，疲労綴:機時の相
対的なクレアチンリン機濃度や縮総内pHについて，上位群が
低偵をえミす傾向であったが，事;意義は認められなかった.ま
た，運動継続i時間は1%水準でよ佼群が議廷した，このことよ
り，疲労滋鰭時の代議レベルはi埼群鍔に珪は認めちれないも
のの.li;…負荷においてよ栓:群は，対j緊群より苓程変索的に連
動を行っている可能性が示唆された.さらに，このことは
1500m走の成績が0.1%水準で，上位群がよい成畿であったこ
とからも支持される.締の横断部犠li，筋，勝妨，脅を含む
大総の金横断謡讃，筋のみの機能庁穏を1t勝目IJのみの横断逝積
において.1再群関に有意楚は認められなかった.さらに，艇
のみの横紙磁殺について欝議uな検討をfったところ.70%苦!i
泣のハムストリングスにおいてのみf 5%水準でj二位群が高
憶を示した. しかし他の務群において事窓還は認められず.
金般的に筋樹新箇績はj二絃群と対照群でJ有議選は1認められな
かった.等連性締筋力i丸{Iii麗カで有意義は銀められなかっ
たものの.J活路カでは5つの角速度において， 1%をいし5%
水準で有意差が認められた.したがヴてき上位群の筋特性と
して，擦の}制力が催れているという刺噂げられる a さら
にt I謡曲カは5Om. 1500m定といった定数倍と有窓な将関関係
にあち，さらにスポーツテストの総得点とも有意な祐樹i潟擦
にあった.以上の結果より，上位群のj謡曲カが犠れている点
は，持にスポーツテストの走懇滋に設献し，高い運動能力テ
ストの総得点に影響を及iましている可能性が示唆された.
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